
超音波画像の発展は、高周波プローブの登場により血管や神経などの小さな組織の可視化が可能になり、特に近年では、肩関節や膝関節

などの関節疾患での超音波ガイド下穿刺が行われている。しかしながら、歯科臨床においては、顎関節における疾患は多いにもかかわら

ず、超音波ガイド下穿刺は我々の知るところあまり行われていない。そこで我々は、超音波ガイド下による顎関節の上・下関節腔への選択

的穿刺法の確立するために解剖体遺体を用いて調査・考察を試みることとする。 
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